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天界217 厚． 四 題 2］1
いではありませんか，呵々．妄言多謝．（清水眞一）
　　　　　　　　　　　　「一人の生涯」の一節
　走ってゆく，二三では，海や湖や，山脈や畑地を，私は窓に回れて飽きるこ
となく眺めてゐました．夜の車窓では，飛んでゆく村落の灯や，小さい騨々の
青いシグナノしなんかに，耳に風の吹きとむやうな淋しさを感じたものです．
　南ノ）室にひくX，アンタ1レスと云ふ赤い三星があると云ふのを何かで讃ん
で，私は，悠々と静かに動かない星室をみてゐました．（林　芙美子）
　　　　　　　　　　　　　海王星探訪記
　海説星を最非見たいと，前々から思って居た．太陽系の最：外部に近い虚を獣
々として蓮行ずる彼の姿は，常に私の悩裡に描かれて居た夢だつた．殊に昨夏
西村製作所から新鋭13fん反射を購入してより，愈々此の念が昂って來た．然
し拷分にも，封爾時でさへもZ7等’戸畑ぎないとV・ふ光度なので，適温な星岡
が無いのに困って居た．
　非嘘ヘビヨッコリ，「天界」第214號“3月の天象”に海王星附近の岡が載っ
て居るのを見付けた．早速其の夜（3月22日），早春の黄昏が地山にうッすらと
融けるのを待って，夜濁にも白い愛機13c／M反射を引張り出した・
　西天には黄道光が，乳白色の光芒を誇って居る．アイピースは，太陽や星野
に何噂も私の愛用するF　＝：　25　m／mHuygensを用ぴた・
　東天に春の夢を奏でる．獅子座に，ファインダ1を向ける，オレンヂ色のτ星
が美レく観心に入り，89番星も見える．早速「天界」の囲を参照する．
　心身野であるためか，硯野内と星岡との同定が割に易しかった．
　τ星附近一帯のスiッチにかNり，約四刻の後ほr’完域，星圖と封照した．
　共の結果，τ星と89番星とを結んだ直線のve　k’直角の位置に・途に待望の海
王星を認める事が鋤來た．
　落着いた光は，流石太陽系最外部近くを巡る星としての貫録がある様に思へ
た．我地球人が数へる程位しか見て居ないであら，う事を想ひ，寧ろ嚴粛な感じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔以下194頁へ績く〕
194@　　　ナわレ鯛水＿．一．一ぷ勧
あたり酬一一めて鋤り蹴舶アが設嚇軸・
り扱ふ如き綿密さを以って，ナイル河は調査されてるる．
鰍に微すると，ナイル河の畑§淑脚）られたのは醐己廓6・・年矯
であり函帆アラビ雌がエジプ隙陵征糺て1｝蹴蟻
622年からは，力一言近にニロメ｝タ遡力四白試し馳に・ヒ類穐
長年肋襯材料により・先6隔英國のH・H・Tttrnc「，　J・II・C・…q
E・　P・　B…ks購はナイ痢の潮煙の濁剛を漉して，2年ノう至・・6年。
種々の週期を獲凝した・此等の複雑；な現象の藁の原因が果して何であるカ、？
今燦明らかでは鯉れど沙なくとも勲焔分は萬綱鵬る礪
の濁臨すべきは言ふを訳ない・自llち・人類の．文徹蜘じて吠・イ）し
の研究は，結局，太陽より出でて，太陽に嘱す畜ものと言ふべきか！
〔211頁よ　り垂寅く〕
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で雌と廉し痴る自分だつた・然も→アマチユW博にも聰噸
にか墨れた自分を，有難くも息9た．
正i諸氏も試みられる事を御薦めする．（津．IY舐、雄）
　　　　　　　　本部・岡山・祠り1・大阪・京bi’各支部合同大場
　　　　　　　『倉敷天文堂見學と講演會』
適當な圃さへあれば，5c／轍び’撒でも賭搬脚しるから魂・脇
．VLVSn．
　　1．日時六月3日22時より1（晴雨不論）
　　1．會場　倉敷甫倉敷天暦憂（本部所ti三地）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tv”
　　1，大會　1．「犬父ミ大陸政策」　　　　　・←r長　出本一誘IL生
　　　　　　1．「各支部交戦紐L談會」　　　　　司會　・水野千里先，k
　　　　　　1．「JLVF槻望會」（濃雨ノく巳il．ll：）　指導　岡林滋植ナ先生
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